
ヒラタクワガタ 
 
オスは 28mm～73mm、メスは 20mm～44mm ほどの大きさです。 

体は平らで、色は黒色、上翅（じょうし）に光沢があります。

オスは大アゴの根元から中央付近に内歯（内側のトゲ）があり、

その前方から先に向かって細かなギザギザがあります。 

平地から山地までの落葉樹林に生息しています。 

成虫が見られるのは 6月～9月ころまでです。夜行性で、クヌ

ギやコナラなどの樹液に集まります。気性は荒く、大アゴの挟む

力は強力です。 

メスは交尾後、落葉樹などの朽木などに産卵します。孵化（ふ

か）した幼虫は、その朽木の材を食べて成長し、翌年には成虫に

なります。成虫の寿命は、1年～3年です。 

近年、外来種との交雑による遺伝子汚染や生態系への影響が心

配されます。 

 

富士市での現状 

平地から山地のほぼ全域で、確認されました。20 年前よりも増加しているように思われます。 

469 号線より標高が高いところでは、あまり見られないようです。 

 

 ヒラタクワガタを確認したメッシュ 


